
東京大学名登教授 月尾 嘉男

ー
ニ

0
年
後
を
予
言

毎
年
、
新
年
に
な
る
と
新
聞
や
雑
誌
に
科
学

や
技
術
の
未
来
を
予
測
す
る
特
集
が
掲
載
さ
れ

る
。
そ
れ
ら
の
予
測
で
有
名
な
事
例
は
二
十
世

紀
の
幕
開
け
と
な
っ
た

＿
九
〇

＿
年
一

月
二
日

と
三
日
に
、
当
時
の
五
大
新
聞
の
一
紙
で
あ
っ

た

『報
知
新
聞
j

に
掲
載
さ
れ
た

「
二
十
世
紀

の
橡
言
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
合
計
二
十
三

の
未
来
技
術
が
登
場
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
い
く

つ
か
に
つ
い
て
、
予
言
が
的
中
し
た
か
ど
う
か

を
紹
介
し
た
い
。

予
言
的
中
・
高
速
鉄
道

見
事
に
的
中
し
た
驚
嘆
の
予
言
は
高
速
鉄
道

で
あ
る
。
旅
客
を
輸
送
し
た
最
初
の
電
気
鉄
道

は
一
八
七
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
円
形
の
線
路
を

走
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
輸
送
を
し
た

鉄
道
は
ベ
ル
リ
ン
郊
外
に
一
八
八
一
年
に
実
現

し
た
路
面
電
車
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は

一
八

八
八
年
に
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
路
面
電
車
、
一
八

九
五
年
に
ボ
ル
チ
モ
ア
に
郊
外
電
車
が
実
現
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
時
速
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
黎
明
の
時
期
に

「報
知
新
聞
』

に
登
場
し
た
予
言
は
「
時
速
二
四
0
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
で
走
行
、
東
京
か
ら
神
戸
ま
で
二
時

図l東海道新幹線 N700S

間
三
十
分
で
到
達
す
る
冷
房
暖
房
完
備
の
弾
丸

列
車
」
で
あ
る
。
さ
ら
に

一
八
六
九
年
に
実
現

し
た
ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
鉄
道
に
つ
い
て
も

「
蒸
気
機
関
車
が
四
日
半
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ま
で
走
行
し
て
い
る
が
、

電
気
機
関
車
で
一
昼
夜
に
短
縮
さ
れ
る
」
と
い

う
予
言
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
新
橋
か
ら
神
戸
ま
で
の
急
行
列
車
は

最
速
で
十
七
時
間
二
十
二
分
で
走
行
し
て
い
た

か
ら
、
平
均
時
速
は
三
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
六
四
年
に
実
現
し
た
東

海
道
新
幹
線
が
最
高
時
速
ニ

―
0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
東
京
と
大
阪
を
連
絡
、
以
後
、
次
第
に
速
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図2ツェッペリンの飛行船 (l900) 

度
を
向
上
さ
せ
、
現
在
は
東
京
と
新
神
戸
は
最

高
時
速
二
七

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
均
時
速
二

0
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二
時
間
四
十
四
分
で
連

絡
し
て
い
る
か
ら
見
事
な
予
言
で
あ
る
（
図
1
)。

予
言
的
中

・
空
中
軍
艦
と
空
中
砲
台

世
紀
の
転
換
時
点
の
日
本
で
は
日
清
戦
争
が

終
結
す
る

一
方
で
日
露
戦
争
の
気
配
も
濃
厚
で

あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
不
穏
な
国
際
関
係
が

頻
発
し
た
時
期
で
、
最
新
の
軍
事
技
術
は
世
界

各
国
の
関
心
の
対
象
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
ト
兄
弟

が
飛
行
機
を
発
明
す
る
の
は
一
九
0
三
年
で
あ

る
が
、
一
九
0
0年
に
ド
イ
ツ
の
F

・
ツ
ェ
ッ

ペ
リ
ン
が
飛
行
船
の
開
発
に
成
功
し
、
輸
送
技

術
以
上
に
軍
事
技
術
と
し
て
の
利
用
が
注
目
さ

れ
て
い
た
（
図
2
)。

そ
れ
を
反
映
し
て

『報
知
新
聞
j

に
は
飛
行

船
を
想
定
し
た
「
空
中
に
軍
艦
が
飛
翔
し
、
空

中
に
砲
台
が
浮
遊
す
る
」
と
い
う
予
言
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
一
九
一
四
年
の
第
一
次

世
界
大
戦
の
開
戦
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
は
爆
弾

を
搭
載
し
た
飛
行
船
で
上
空
か
ら
戦
場
を
空
襲

す
る
が
、
飛
行
高
度
が
低
空
で
飛
行
速
度
も
低

速
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

白
昼
に
実
行
し

た
た
め
、
地
上
か
ら
の
砲
撃
で
撃
墜
さ
れ
て
失

敗
し
て
い
る
。

し
か
し
ラ
イ
ト
兄
弟
が
発
明
し
た
飛
行
機
は

改
良
さ
れ
て
第
一
次
世
界
大
戦
に
兵
器
と
し
て

投
入
さ
れ
、
最
初
は
ピ
ス
ト
ル
が
武
器
と
い
う

程
度
で
あ
っ
た
が
、
短
期
で
戦
闘
機
、
爆
撃
機
、

偵
察
機
が
登
場
し
て
重
要
な
兵
器
と
な
り
、
一

九
四
二
年
に
ア
メ
リ
カ
が
開
発
し
た
愛
称
「
超

空
の
要
塞
（
ス
ー
バ
ー
フ
ォ

ー
ト
レ
ス
）」

と

い
う
長
距
離
戦
略
爆
撃
機
B
1
29
は
日
本
に
原

子
爆
弾
を
投
下
す
る
な
ど
、
空
中
軍
艦

・
空
中

砲
台
の
出
現
で
あ

っ
た。

予
言
的
中
・
動
物
絶
滅

意
外
な
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
世
界
の
重

要
な
課
顆
に
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い
て

も
「
ア
フ
リ
カ
で
も
野
獣
は
観
察
で
き
な
く
な

り
、
動
物
園
で
余
命
を
維
持
し
て
い
る
」
と
い

う
的
確
な
予
言
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は

ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
で
野
生
の
動
物
を
狩
猟
す

る
の
は
先
進
諸
国
の
金
持
ち
の
高
級
な
趣
味
で

あ
り
、
射
殺
し
た
ゾ
ウ
の
象
牙
や
ラ
イ
オ
ン
の

頭
部
な
ど
を
剥
製
に
し
て
部
屋
の
装
飾
に
す
る

の
が
自
慢
で
あ
っ
た
。

以
後
も
自
然
環
境
の
破
壊
が
進
展
し
た
こ
と

も
影
響
し
、
国
際
自
然
保
護
連
合

（ー
U
C
N
)

の
最
新
の
調
査
で
は
、
両
生
類
の
四
一
％
、
棘

皮
類
の
三
七
％
、
哺
乳
類
の
二
七
％
、
爬
虫
類

の
ニ

ー
％
、
鳥
類
の
一
三
％
、
調
査
さ
れ
た
約

四
万
八

0
0
0種
の
生
物
の
三
六
％
の
絶
滅
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
。
＋
年
前
の
同
一
の
調
査
で

は
、
両
生
類
は
二
九
％
、
哺
乳
類
は

ニ

―%、

爬
虫
類
は
八
％
が
絶
滅
危
惧
で
あ
っ
た
か
ら
急

速
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
冒
頭
の
予
言
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
「
動
物
園
で
余
命
を
維
持
」
す
る
活
動
が

世
界
各
地
で
進
展
し
て
い
る
。
日
本
で
絶
滅
し

た
「
ト
キ
」

（図
3
)
は
中
国
か
ら
輸
入
し
て

多
摩
動
物
公
園
で
繁
殖
、
対
馬
に
の
み
棲
息
す

る
「
ッ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
」
も
井
の
頭
自
然
文
化

園
で
人
工
授
精
に
よ
っ
て
繁
殖
さ
せ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
に
も
世
界
各
地
で
人
工
繁
殖
さ
せ
て

い
る
動
物
は
多
数
存
在
し
、
残
念
で
は
あ
る
が
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予
言
失
敗
・
台
風
撃
退

昨
年
は
太
平
洋
上
で
二
十
一
個
の
台
風
が
発

生
し
＋
一
個
が
日
本
列
島
に
接
近
、
三
個
が
上

陸
し
た
。
と
り
わ
け
九
月
中
旬
に
到
来
し
た
第

14
号
は
中
心
気
圧
九

一
0
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
、

最
大
風
速
が
毎
秒
三

0
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
型

で
、
日
本
列
島
を
縦
断
し
、
死
者
五
名
、
負
傷

者
＿
五

一
名
、
家
屋
の
損
害
ニ
ニ
七
三
棟
と
い

う
被
害
を
も
た
ら
し
た
（
図
4
)
。
日
本
に
と

っ
て
は
地
震
と
と
も
に
天
災
で
、
台
風
の
進
路

の
予
測
や
被
害
の
防
御
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

予
言
が
見
事
に
的
中
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。 図3トキ

そ
こ
で
「
気
象
観
測
が
発
達
し
、
天
災
の
到

来
は
一
ヶ
月
以
上
前
に
予
測
可
能
に
な
り
、
暴

風
に
は
大
砲
を
発
射
し
て
弱
体
に
し
、
二
十
世

紀
後
半
に
は
船
舶
が
転
覆
す
る
よ
う
な
こ
と
は

な
く
な
る
。
地
霙
は
防
御
で
き
な
い
が
家
屋
や

道
路
は
被
災
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と

い
う
の
が
新
聞
の
予
言
で
あ
る
。
当
時
の
観
測

器
具
は
百
葉
箱
、
睛
雨
計
、
寒
暖
計
、
雨
量
計

く
ら
い
で
、
各
地
か
ら
の
電
報
で
情
報
を
収
集

し
て
予
測
し
て
い
た
。

そ
の
状
況
に
比
較
す
れ
ば
、
現
在
は
気
象
衛

星
で
台
風
の
発
生
を
発
見
、
進
路
も
時
々
刻
々

と
観
測
し
、
全
国
一
三

0
0箇
所
に
配
躍
さ
れ

た
ア
メ
ダ
ス
か
ら
気
象
情
報
を
収
集
、
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
て
進
路
や
規
模
を

,
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図4台風14号 (2022.9.17)

図514世紀ヨーロッパのペストによる惨状

計
算
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
正
確
に
は
予
測

で
き
な
い
。
日
本
は
世
界
有
数
の
地
鹿
が
発
生

す
る
地
域
で
あ
る
が
、
こ
の
発
生
す
る
位
置
や

規
模
も
予
測
で
き
な
い
し
、
家
屋
や
道
路
も
完

全
な
耐
霙
に
は
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

予
言
失
敗
．
疫
病
撲
滅

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
の
脅
威
に
な
っ
て

い
る
が
、
以
前
は
蚊
が
媒
介
す
る
マ
ラ
リ
ア
や

蚤
が
媒
介
す
る
ペ
ス
ト
が
脅
威
で
あ

っ
た
。
五

世
紀
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
で
蚊
が
媒
介
す
る
マ
ラ

リ
ア
が
流
行
し
て
帝
国
崩
壊
の
重
要
な
要
因
と

な
り
、
十
四
世
紀
に
は
蚤
が
媒
介
す
る
ペ
ス
ト
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か
な
り
大
胆
な
予
言
は
「
動
物
の
言
葉
の
研

が
三
回
流
行
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
三

0
0
0
万

人
、
そ
れ
以
外
の
世
界
で
五

0
0
0
万
人
が
死

亡
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（図

5
)。
当
時

の
世
界
の
人
口
の
二
割
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
歴
史
を
背
景
に
「
衛
生
事
業
が

進
歩
す
る
結
果
、
蚊
や
蚤
は
徐
々
に
滅
亡
す

る
」
と
予
言
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
日
本
で
は

マ
ラ
リ
ア
の
感
染
者
数
は
年
間
約
五

0
人
で
死

者
は
ゼ
ロ
で
あ
る
が
、
世
界
で
は
ア
フ
リ
カ
を

中
心
に
年
間
二
億
四

0
0
0
万
人
が
感
染
し
、

四
0
万
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
一
方
、
ペ
ス
ト

は
滅
亡
で
は
な
い
も
の
の
徐
々
に
予
防
さ
れ
、

世
界
で
感
染
者
数
が
毎
年
八

0
0人
程
度
、
死

者
が
一

0
0人
程
度
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

人
類
の
歴
史
は
視
点
に
よ
っ
て
は
疫
病
と
の

闘
争
で
あ
り
、
二
十
世
紀
後
半
に
登
場
し
た
エ

イ
ズ
は
死
者
の
累
計
が
三
六

0
0
万
人
、
感
染

者
数
の
累
計
が
八

0
0
0
万
人
と
、
か
つ
て
の

ペ
ス
ト
に
匹
敵
す
る
し
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
死
者
こ
そ
世
界
全
体
で
七

0
0
万
人
弱

で
あ
る
が
、
感
染
者
数
は
六
億
五

0
0
0
万
人

と
世
界
の
人
口
の
八
％
を
突
破
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
意
味
で
、
こ
の
予
言
も
正
解
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

予
言
失
敗

・
動
物
と
会
話

「
i
,~
“l

-

．
 ＇ 

』

＼
 

．
 

山

固6バウリンガル

究
が
進
歩
し
、
小
学
校
に
獣
語
科
が
で
き
、
ヒ

ト
と
イ
ヌ
、
ネ
コ
、
サ
ル
が
自
由
に
対
話
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
お
手
伝
い
さ
ん
に

依
頼
し
て
い
る
仕
事
の
大
半
は
イ
ヌ
が
代
替
す

る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
飼
犬
や
飼
猫
な
ど

は
飼
育
し
て
い
る
ヒ
ト
と
あ
る
程
度
の
意
思
疎

通
は
可
能
で
あ
る
し
、
犯
罪
捜
査
で
は
イ
ヌ
が

活
躍
し
て
い
る
が
、
人
問
同
士
が
言
葉
で
伝
達

す
る
ほ
ど
の
会
話
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
で
困
難
を
突
破
す
る
端
緒
が

出
現
し
た
。
二

0
0
二
年
に
玩
具
製
造
会
社
タ

カ
ラ
ト
ミ
ー
が
「
バ
ウ
リ
ン
ガ
ル
」
と
い
う
装

置
を
開
発
し
た
（
図
6
)
。
イ
ヌ
の
首
輪
に
ワ

イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
装
蒲
し
、
鳴
声

を
分
析
し
て
欲
求
不
満
、
威
嚇
、
自
己
表
現
な

ど
六
種
の
感
情
の
ど
れ
で
あ
る
か
を
判
断
し
、

液
晶
画
面
に
表
示
す
る
装
置
で
あ
る
。
世
界
で

三
0
万
個
が
購
入
さ
れ
、
ネ
コ
と
対
話
す
る

「
ミ
ャ
ウ
リ
ン
ガ
ル
」
も
発
売
さ
れ
た
。

現
在
の
地
球
に
生
息
し
て
い
る
動
物
は
最
低

で
も
二

0
0
万
種
類
と
推
定
さ
れ
る
が
、
約
二

十
万
年
前
に
登
場
し
た
我
々
の
直
系
の
祖
先
ホ

モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
二

0
0万
種
類
の
動
物
の

頂
点
に
到
達
し
た
重
要
な
原
因
が
言
語
の
習
得

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
ヒ

ト
以
外
の
動
物
が
言
語
を
習
得
す
る
と
脅
威
に

な
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
予
言
は
実
現

し
そ
う
に
な
く
、
当
面
、
人
類
は
安
泰
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
学
者
H
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
人
間

を
「
ホ
モ

・
フ
ァ

ー
ベ
ル
」
と
名
付
け
、
工
作

で
き
る
こ
と
を
人
間
の
特
徴
と
し
て
い
る
。
今

回
は
過
去
―
二

0
年
で
工
作
で
き
た
成
果
と
で

き
な
か
っ
た
目
標
を
紹
介
し
て
き
た
。
視
力
、

聴
力
、
走
力
な
ど
人
問
を
上
回
る
能
力
の
生
物

は
多
数
存
在
す
る
が
、
目
標
を
設
定
し
て
挑
戦

す
る
こ
と
が
人
間
の
本
質
で
あ
る
。
成
否
は
と

も
か
く
、
そ
の
挑
戦
の

一
端
と
し
て
今
回
の
事

例
を
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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